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皮、茅、瓦などの屋根葺き、
左官、彩色、建具、金箔など
についても詳細に紹介する。

「建築模型」が展示される
東京国立博物館では「国宝
法隆寺五重塔」「国宝 正倉
院正倉｣｢春日大社本殿」など
が、国立科学博物館では「旧
帝国ホテル｣｢東京都庁舎」な
どの出品が予定されている。

本紙では本展の東京国立博
物館会場の招待券を５組10名
様にプレゼントいたします。

◆ ◆ ◆
■東京国立博物館＝「古代か
ら近世日本建築の成り立ち｣
12月24日(木)～２月21日(日)
■国立科学博物館＝「近代の
日本、様式と技術の多様化」
12月８日(火)～１月11日(月
祝)
■国立近現代建築資料館＝
「工匠と近代化－大工技術の
継承と展開－」12月10日(木)
～２月21日（日）
※開催時間など詳細お問い合
わせは03－5777－8600（ハロ
ーダイヤル）公式サイトhttp
s://tsumugu.yomiuri.co.jp/
tatemono/

日本の伝統建築を様々な
「建築模型」で紹介するとい
うユニークな展覧会「日本の
たてもの －自然素材を活か
す伝統の技と知恵」が12月か
ら東京国立博物館、国立科学
博物館、国立近現代建築資料

館の３館
で開催さ
れる。

この展
覧会は、
日本の伝
統建築・
工匠の技
がユネス
コ政府間
委員会で
「ユネス

コ無形文化遺産」として審議
・決定が行われる見込みに合
わせて開催するもの。

本展の最大の特徴は、木
材、土、石など多様な自然素
材を優れた造形物へと昇華さ
せた日本の伝統建築のうち、
その縮小表現によって、高い
美意識と加工技術を際立たせ
た建築模型にスポットを当
てたこと関係者によると｢自
然素材を活かした造形技術の
特徴を飛鳥時代から現代建
築まで通史的に俯瞰できる｣
とその画期的さを強調する

展示に際して東京国立博物
館では、国宝や重要文化財の
建築物の屋根を支える木組や
建具などの細部、それに木
材、漆喰、瓦などの肌目とい
った素材特性を、精巧に再現
した〝10分の1低縮尺模型〟
でじっくりと間近に鑑賞でき
るからたまらない。また国立
近現代建築資料館では木造建
築を受け継ぐための伝統技
術、工匠の技とも言える檜

●東京国立博物館

12月24日～２月21日

●国立科学博物館

12月８日～１月11日

●国立近現代建築資料館

12月10日～２月21日

日本のたてもの
－自然素材を活かす伝統の技と知恵

５組10名様

法
隆
寺
五
重
塔
１
／
10
模
型

１
９
３
２
年

東
京
国
立
博
物
館
蔵

の
電
車
で
通
勤
し
て
い
る

人
々
の
無
駄
を
証
明
し
ま

し
た
。
先
の
予
測
が
で
き

な
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

自
ら
の
生
活
を
安
定
さ
せ

る
道
標
が
「
農
あ
る
暮
ら

し
」
で
す
。

「
農
あ
る
暮
ら
し
推
進

会
」
で
は
農
と
の
共
栄
問

題
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア

を
協
働
社
員
を
中
心
に
検

討
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
田
舎
ク
ラ
ブ
と
ク
ラ
イ

ネ
ガ
ル
テ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
先
日
開
催
し
ま
し
た
。

後
継
者
の
い
な
い
農
家
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ

ル
生
活
者
を
田
舎
ク
ラ
ブ

で
結
び
、
農
の
安
全
保
障

を
可
能
と
す
る
ア
イ
デ
ア

を
話
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
密
集
都

市
の
危
険
性
を
証
明
し
ま

し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕

事
が
で
き
る
事
実
は
満
員

す
。
金
さ
え
出
せ
ば
食
は

い
く
ら
で
も
手
に
入
る
と

思
っ
た
結
果
が
食
糧
自
給

率
と
耕
作
放
棄
地
の
数
字

で
す
。

都
市
生
活
は
食
の
消
費

型
で
す
。
食
の
自
立
自
給

は
出
来
て
い
ま
せ
ん
し
、

自
助
共
助
の
生
産
手
段
を

保
持
し
て
い
ま
せ
ん
。
農

地
は
都
市
郊
外
に
有
る
の

で
す
が
、
自
助
共
助
に
繋

が
る
有
効
な
活
用
が
出
来

ま
せ
ん
。
人
々
の
心
が
農

地
の
有
効
な
活
用
の
弊
害

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
農
あ
る
暮
ら
し
推
進

会
」
は
課
題
を
自
助
共
助

の
精
神
で
解
決
す
る
た
め

に
設
立
す
る
組
織
で
す
。

設
立
の
た
め
の
講
演
会
を

す
。
環
境
を
守
っ
て
き
た

田
畑
や
山
林
も
放
棄
さ
れ

危
険
度
が
増
し
て
い
ま

す
。一

所
懸
命
の
心
を
失
っ

た
結
果
と
し
て
、
食
料
供

給
地
で
あ
る
都
市
郊
外
の

農
業
が
ど
う
な
る
か
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
業
の
生
産
性
、
収
益
性

を
求
め
る
と
農
業
人
口
が

減
り
、
収
益
性
の
悪
い
土

地
は
放
棄
さ
れ
、
荒
地
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
公

助
で
解
決
出
来
る
の
で
し

ょ
う
か
？

身
近
の
農
か
ら
隔
離
さ

れ
た
人
々
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
す
。
食
の
確
保
が

重
要
な
事
と
感
じ
な
い
人

々
を
都
市
が
育
て
て
い
ま

新
型
コ
ロ
ナ
は
工
業
生

産
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
一
時
的
に
破
壊
し
ま
し

た
。
食
の
世
界
で
も
起
こ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
へ
の
備
え
は
出
来
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

一
所
懸
命
な
相
互
扶
助

で
成
立
っ
て
い
た
御
近
所

を
金
の
力
が
壊
し
て
い
ま

す
。
都
市
近
郊
で
は
不
動

産
屋
の
横
行
で
安
全
性
を

無
視
し
た
開
発
も
行
わ

れ
、
水
害
や
土
砂
災
害
が

引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま

特
別
寄
稿

｢

農
あ
る
暮
ら
し
推
進
会｣

設
立
に
当
た
っ
て

自
助
共
助
の
精
神
で
課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う


農業生産法人誠農社
ジェネラルプランナー

舘内正敏氏

関
所
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
は

主
催
・
川
内
杯
栗
橋
関
所

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員

会
、
後
援
・
久
喜
市
、
テ

レ
ビ
埼
玉
、
特
別
協
賛
・

㈱
フ
ジ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
、
協

賛
・
㈱
大
利
根
造
園
、
イ

ト
ウ
製
菓
な
ど
18
団
体
、

協
力
・
久
喜
商
工
会
な
ど

３
団
体
が
構
成
メ
ン
バ

ー
。
号
砲
は
12
月
27
日
午

前
９
時
が
女
子
、
同
11
時

が
男
子
。

な
お
、
川
内
鴻
輝
氏
に

よ
る
と
、
大
会
前
に
政
府

等
が
緊
急
事
態
宣
言
を
再

発
出
し
た
り
、
致
死
率
が

上
昇
し
た
場
合
は
、
中
止

す
る
と
し
て
い
る
。

ぞ
か
せ
た
。

〝
三
密
回
避
〟
に
重
点

が
置
か
れ
た
主
な
内
容
は

次
の
通
り
。

①
開
会
式
、
閉
会
式
、

受
付
業
務
は
廃
止
②
参
加

者
に
は
出
場
２
週
間
前
か

ら
体
温
測
定
を
義
務
化
③

大
会
当
日
は
入
口
で
サ
ー

モ
グ
ラ
フ
テ
ィ
で
測
定
④

37
・
５
度
以
上
は
出
場
停

止
⑤
男
女
と
も
４
５
０
人

の
一
斉
ス
タ
ー
ト
中
止
。

一
団
を
30
人
前
後
と
し
、

15
人
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
が

各
グ
ル
ー
プ
の
選
手
を
先

導
す
る
方
式
で
タ
イ
ム
を

競
う
。

「
第
２
回
川
内
杯
栗
橋

や
地
元
有
力
者
へ
の
意
見

聴
取
で
「
や
る
べ
き
」
と

の
声
が
多
か
っ
た
こ
と
、

兄
・
優
輝
氏
か
ら
「
河
川

敷
で
マ
ラ
ソ
ン
が
で
き
な

け
れ
ば
街
中
で
の
マ
ラ
ソ

ン
は
今
後
永
遠
に
で
き
な

い
。
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し

い
」
と
背
中
を
押
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

鴻
輝
氏
は
「
感
染
防
止

対
策
に
万
全
を
期
し
て
実

施
す
る
」
と
強
調
。
「
コ

ロ
ナ
対
策
の
先
進
的
事
例

に
し
た
い
」
と
自
信
を
の

㎞
の
み
。
ゲ
ス
ト
に
マ
ラ

ソ
ン
で
有
名
な
川
内
フ
ァ

ミ
リ
ー
一
家
（
長
男
・
優

輝
氏
＝
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ

ン
優
勝
者
で
久
喜
市
名
誉

市
民
、
侑
子
氏
＝
優
輝
氏

の
妻
、
鮮
輝
氏
＝
次
男
）

が
出
場
す
る
。

大
会
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・

川
内
鴻
輝
氏
（
三
男
＝
写

真
）
は
記
者
会
見
で
、
開

催
に
踏
み
切
っ
た
理
由
と

し
て
、
政
府
が
９
月
に
入

っ
て
経
済
と
の
両
立
姿
勢

を
強
く
打
ち
出
し
た
こ
と

コ
ロ
ナ
禍
で
閉
塞
感
が

漂
う
中
、
マ
ラ
ソ
ン
で
街

を
元
気
づ
け
た
い
と
、


月

日
に
「
第
２
回
川
内

杯
栗
橋
関
所
マ
ラ
ソ
ン
」

が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。利

根
川
の
河
川
敷
コ
ー

ス
を
舞
台
に
男
女
と
も
10

の
机
で
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち

上
げ
て
仕
事
を
開
始
。
一

方
学
生
の
山
口
さ
ん
は
自

然
豊
か
な
油
井
ケ
島
周
辺

を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
片
手

に
散
策
。
夜
は
３
人
一
緒

に
リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ
ビ
や

ビ
デ
オ
を
見
た
り
会
話
を

楽
し
み
、
休
日
は
油
井
ケ

島
周
辺
の
素
敵
な
お
店
探

し
に
出
掛
け
る
な
ど
、
思

い
出
深
い
〝
半
農
半
Ｘ
〟

生
活
を
満
喫
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
見
え

て
き
た
社
会
像
は
将
来
の

働
き
方
の
あ
り
方
。
「
在

宅
勤
務
が
当
た
り
前
と
な

り
、
出
勤
し
な
く
て
も
い

い
な
ら
、
何
も
東
京
に
住

む
必
要
性
は
な
い
。
空
気

の
い
い
田
舎
で
豊
か
に
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
」
と

３
人
は
異
口
同
音
に
語
っ

た
。

勤
務
に
な
っ
た
の
で
…
」

（
田
辺
さ
ん
）
「
コ
ロ
ナ

第
２
波
が
広
が
っ
て
き
た

の
で
避
難
と
し
て
…
」

（
サ
サ
さ
ん
）
「
就
活
も

終
わ
っ
て
時
間
が
出
来
た

の
で
…
」
（
山
口
さ
ん
）

と
様
々
だ
っ
た
が
、
３
人

に
共
通
し
て
い
た
の
は
田

舎
暮
ら
し
へ
の
憧
れ
。

３
人
が
滞
在
し
た
の
は

連
日
猛
暑
が
続
い
た
８
月

16
日
～
31
日
ま
で
。
作
業

の
日
は
午
前
５
時
30
分
に

起
床
、
６
時
30
分
か
ら
正

午
近
く
ま
で
誠
農
社
敷
地

内
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

無
花
果
の
収
穫
と
箱
詰

め
、
雑
草
取
り
な
ど
に
従

事
。
「
体
力
的
に
は
き
つ

か
っ
た
が
心
身
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
た｣

と
微
笑
む


作
業
後
は
田
辺
さ
ん
と

サ
サ
さ
ん
は
古
民
家
２
階

ケ
島
の
農
業
生

産
法
人
誠
農
社

が
農
作
業
の
人

手
不
足
解
消
策

の
一
環
と
し
て

初
め
て
７
月
か

ら
９
月
ま
で
実

施
し
た
「
滞
在

型
農
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
」
（
①
週

５
日
、
１
日
５

時
間
の
農
作
業

の
お
手
伝
い
。

そ
れ
以
外
の
時

間
は
自
由
②
古

民
家
２
週
間
滞
在
。
宿
泊

料
無
料
③
給
与
は
無
し
。

た
だ
し
５
時
間
の
お
手
伝

い
ご
と
に
園
内
カ
フ
ェ
で

利
用
で
き
る
１
１
０
０
円

の
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
す
）
に

８
月
中
旬
に
応
募
し
て
偶

然
知
り
合
っ
た
。

応
募
の
動
機
は
「
在
宅

務
に
携
わ
る
田
辺
祥
子
さ

ん
（
仮
名
29
）
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
出
身
で
東
京
都
世

田
谷
区
在
住
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
サ
サ
ラ
ナ
さ

ん
（
仮
名
22
）
、
埼
玉
県

川
口
市
在
住
の
大
学
生
山

口
花
さ
ん
（
仮
名
21
）
。

彼
女
ら
は
加
須
市
油
井

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
う
し

た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
20

代
の
エ
リ
ー
ト
女
子
３
人

が
楽
し
ん
で
い
た
。

３
人
は
東
京
都
板
橋
区

在
住
で
海
外
人
材
派
遣
業

暮
ら
し
の
中
に
農
業
を

取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
れ

以
外
の
時
間
は
仕
事
や
自

分
の
好
き
な
こ
と
に
費
や

す
生
き
方
〝
半
農
半
Ｘ
〟

が
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、

12
月
27
日

万
全
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て

20代エリート女子

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た


｢

滞
在
型
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

体
験

｢

滞
在
型
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｣

体
験

２
週
間
半
農
半
Ｘ
実
践

誠
農
社
内
の
農
場
で
く
つ
ろ
ぐ
田
辺

さ
ん
㊨
山
口
さ
ん
㊥
サ
サ
さ
ん
㊧

と
な
り
、
都
心
居
住
者
を
呼
び
込

む
こ
と
で
、
農
家
も
運
営
者
も
来

場
者
も
三
方
が
満
足
す
る
仕
組
み

を
作
り
た
い
と
い
う
。

実
現
に
は
規
制
が
多

い
岩
盤
「
農
地
法
」
の

改
正
や
公
共
団
体
対
策

が
必
須
と
な
る
と
し
、
そ
の
知
恵

を
求
め
て
い
る
。
舘
内
さ
ん
に
は

メ
ー
ル
〈mtateuchi@gmail.co
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絡
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。

ブ
」
の
設
立
を
準
備
中
で
、
賛
同

者
を
募
っ
て
い
る
。

耕
作
放
棄
地
を
抱
え
る
農
家
な

ど
に
農
地
の
提
供
を
促
し
、
そ
こ

に
ク
ラ
イ
ネ
ガ
ル
デ
ン
（
ド
イ
ツ

発
祥
の
農
地
賃
借
制
度
）
や
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
可

能
な
施
設
な
ど
を
作
り
、
団
塊
の

世
代
や
若
者
な
ど
が
管
理
運
営
者

「
畦
道
」
の
筆
者
・
舘
内
正
敏

氏
は
、
か
つ
て
日
本
住
宅
公
団

（
現
在
の
Ｕ
Ｒ
）
で
大
都
市
を
中

心
に
数
多
く
の
団
地
設
計
に
携
わ

っ
て
き
た
ま
ち
づ
く

り
の
プ
ロ
だ
が
、
コ

ロ
ナ
禍
後
は
久
喜
市

や
加
須
市
と
い
っ
た
緑
豊
か
な
田

園
都
市
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
主

流
に
な
る
と
予
測
。
余
暇
時
間
を

よ
り
豊
か
に
過
ご
す
仕
掛
け
づ
く

り
を
皆
で
考
え
る
「
田
舎
ク
ラ

田
舎
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集
中

本紙では東京国立博物館で開催さ
れる展覧会『日本のたてもの 自然
素材を活かす伝統の技と知恵』に５
組10名様をご招待します。ご希望の
方ははがきに本紙への感想・今後取
り上げてほしいテーマ・記事と住
所、氏名、年齢、電話番号、メール
アドレス（ある場合）をお書きのう
え、〒347－0026加須市油井ケ島139
3－１誠農社内「農時新聞読者プレ
ゼント『日本のたてもの』係」に11
月25日（水）までに郵送ください。
希望者多数の場合は抽選で当選者を
決定。商品の発送をもって発表に代
えさせていただきます。

プレゼント応募要領

(3) 2020年(令和2年)11月15日


